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第49回 計根別農協畜産総合共進会

と　　き　平成２４年　６月　８日（金曜日）　　　　
と こ ろ　計根別農協共進会場
審 査 員　乳用牛の部　児玉　辰司氏（株式会社　十勝家畜人工授精所）

　　　　肉用牛の部　河原　正典氏（社団法人　ジェネティクス北海道道東事業所）

出品頭数　ホルスタイン種　１０５頭　　黒毛和種　１５頭
主　　催　計根別農業協同組合

団体優勝　南部地区酪対（２年連続）
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計根別農協
畜産総合共進会開催

最年長出品者　相澤親さん 最年少の農高生中標津農高の校長自ら勉強…

　

六
月
八
日
（
金
）
第
四
十
九
回　

計
根
別
農
協
畜
産
総
合
共
進

会
が
Ｊ
Ａ
計
根
別
共
進
会
場
で
開
催
さ
れ
、
各
地
区
よ
り
手
塩
に

掛
け
た
牛
た
ち
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
目
指
し
競
い
合
い
ま
し
た
。

出
品
頭
数
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
一
〇
五
頭
、
黒
毛
和
種
十
五
頭
合
わ

せ
て
一
二
〇
頭
と
多
く
牛
が
集
ま
り
組
合
員
の
改
良
意
識
の
高
さ

が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
㈱
十
勝
家
畜
人
工
授
精
所
の
児
玉
辰
司
氏
が
務
め
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
中
に
も
厳
正
な
審
査
を
し
て
い
た
だ
き
、
下
位
の

牛
に
対
し
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
と
て
も
丁
寧
で
素
晴
ら

し
い
審
査
で
し
た
。
ま
た
、
肉
用
牛
の
部
は
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北

海
道
道
東
事
業
所
の
河
原
正
典
氏
が
担
当
さ
れ
１
部
か
ら
四
部
ま

で
審
査
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
に
つ
い
て
は
乳
用
牛
の
部
は
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
二
部
の
メ
モ
リ
ー　

エ
ル
マ
ー
ク　

サ
ン
ダ
ー

号
（
北
村
篤
氏
出
品
）、
シ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
九
部

（
三
歳
ク
ラ
ス
）
の
サ
ニ
ー
デ
ー
ル　

ミ
ス　

ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
号

（
星
野
淳
氏
出
品
）
が
獲
得
さ
れ
両
者
共
に
二
年
連
続
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
五

部
の
ロ
ン
グ
プ
ラ
イ
ド　

サ
ス
ピ
シ
ヨ
ン　

パ
ン
ダ
号
（
須
崎
優

樹
氏
出
品
）
シ
ニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
メ
モ
リ
ー　

ジ
ヤ
ー
ラ
ン
チ
エ　

ロ
イ　

フ
タ
ゴ
号
（
北
村
篤
氏
出
品
）
が
獲

得
致
し
ま
し
た
。

　

黒
毛
和
種
に
つ
い
て
は
九
戸
十
五
頭
の
出
品
が
あ
り
、一
部
（
去

勢
）
で
は
『
茂
紋
大
成
６
１
１
』
高
橋
英
昭
氏
出
品
、
二
部
（
若

雌
十
二
カ
月
未
満
）
は
『
く
れ
し
げ
６
０
９
』
高
橋
英
昭
氏
出
品
、

三
部
（
若
雌
十
二
カ
月
以
上
）
で
は
『
か
を
り
』
須
崎
剛
氏
出
品
、

四
部
（
繁
殖
雌
牛
）
で
は
『
み
か
ん
』
村
上
宗
繁
氏
出
品
が
そ
れ

ぞ
れ
一
位
を
獲
得
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
体
戦
に
つ
い
て
は
二
年
連
続
で
南
部
酪
対
が
優
勝
致

し
ま
し
た
。

　

尚
、そ
の
他
の
結
果
に
つ
い
て
は
七
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

第49回

肉用の部の審査員　河原正典氏
（ジェネティクス北海道道東事業所）

審
査
員
の
児
玉
辰
司
氏

（
十
勝
家
畜
人
工
授
精
所
）

デ
イ
リ
イ
プ
リ
ン
セ
ス
の
沼
倉
亜
季
さ
ん

（
営
農
部　

営
農
企
画
課
）
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一生懸命糞取りをする佐々木部長

水
遊
び
を
し
て
い
る
須
崎
部
長
？

デ
イ
リ
ィ
プ
リ
ン
セ
ス
に
な
れ
な
か
っ
た
二
人

「
来
年
は
な
れ
る
か
な
？
」「
い
な
い
し
！
」

まだまだ牛を見る目は・・・

おにぎり最高！！

村上さんの牛でメダルを獲った金野課長
「課長も苦労してるんだな？」

さて問題です？二人の関係は？
グレーゾーンではありません！！！

１
等
賞
と
り
ま
し
た

トロフィよりヤッパ賞金よネ～！！

家畜育成センターからも出品
チャンピオンの乳器

営農部からも出品？？？？ チャンピオン選抜「レベルたかッ！」

イッチャッテマス
コワッ！！

リザーブチャンピオンに輝いた
須崎優樹さん夫妻

シニアチャンピオンの
星野さん

ジュニアチャンピオンの
北村さん
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が
務
め
提
出
さ
れ

た
議
案
に
つ
い
て

は
全
て
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
審
議
終
了

後
、
青
年
部
長
の

中
村
正
博
さ
ん
か

ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
反
対
に
対
す
る
緊
急
動
議
が
提
出
さ
れ
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
阻
止
に
関
す
る
決
議
案
を

読
み
上
げ
、
第
六
十
四
回
通
常
総
会
の
特
別
決

議
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
計
根
別
の

通
常
総
会
が
五
月

三
十
日
（
水
）
中

標
津
交
流
セ
ン

タ
ー
（
計
根
別
）

に
て
正
組
合
員

一
四
四
名
（
う
ち

書
面
二
十
八
名
、

代
理
二
十
一
名
）・
准
組
合
員
一
名
が
出
席
さ

れ
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
当
た
り
、
西
塚
組
合
長
よ
り
先
ず
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
問
題
を
は
じ
め
酪
農
情
勢
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
当
農
協
に

お
い
て
は
今
後
休
農
者
が
多
く
な
る
に
従
い
農

地
の
受
け
皿
機
能
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
利
用

集
積
会
議
を
新
設
す
る
と
と
も
に
万
が
一
担
い

手
等
が
不
足
す
る

事
態
に
備
え
、
Ｊ

Ａ
が
農
業
経
営
事

業
に
参
画
で
き
る

よ
う
定
款
変
更
を

し
て
耕
作
放
棄
地

を
作
ら
な
い
こ
と

が
、
農
地
価
格
の

維
持
に
つ
な
が
る

の
で
ご
理
解
願
い

た
い
。」
な
ど
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
つ
い
て

は
、
養
老
牛
地
区

の
影
山
健
一
さ
ん

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の

緊
急
動
議
を
提
出
し
た

中
村
青
年
部
長

おしくも２台目のテレビを
逃した久保政枝さん

「正直、置く所がないので良かったわ…!」
「でも、くやしい!!!!!」

今
回
の
特
賞
は
佐
藤
雄
太
さ
ん
で
し
た

「
お
父
ち
ゃ
ん　

ヤ
ッ
タ
ね
!!
」

Aコープけねべつ店　大創業祭
　

Ａ
コ
ー
プ
け
ね
べ
つ
店
で
は
創
立
二
十
七

周
年
を
記
念
し
、
五
月
二
十
一
日
（
月
）
～

二
十
六
日
（
土
）
の
六
日
間
、
大
創
業
祭
を

開
催
し
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
記
念
セ
ー
ル

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
二
十
六
日
に
は
恒
例
の
大
抽
選

会
を
行
い
、
特
賞
の
三
十
二
型
液
晶
テ
レ
ビ

を
は
じ
め
沢
山
の
賞
品
を
用
意
し
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

第64回 JA計根別通常総会

西塚組合長あいさつJA綱領朗読

良質乳生産共励会 最優秀賞 皆川さん 出席者の皆さん
（助口さん真剣です）

議長の大役をこなした
影山健一さん
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根室乳質改善共励会でJA計根別が 最優秀賞
　

根
室
地
方
乳
質
改
善
協
議
会
定

期
総
会
が
六
月
十
一
日
（
月
）
に

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
寿
宴
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
平

成
二
十
三
年
度
根
室
乳
質
改
善
共

励
会
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
計
根
別
が
団

体
の
部
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
の
部
で

は
三
十
六
旬
を
通
じ
て
生
菌
数

四
千
／
㎖
以
下
お
よ
び
体
細
胞
数

九
十
九
千
／
㎖
以
下
の
生
産
者
を

対
象
と
し
た
特
別
賞
を
皆
川
敬
牧

場
（
東
西
竹
）
と
佐
藤
広
光
牧
場

（
養
老
牛
）
が
獲
得
し
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

計
根
別
農
協
と
し
ま
し
て
は
平

成
二
十
四
年
度
も
更
に
乳
質
改
善

に
は
力
を
入
れ
良
質
乳
の
生
産
に

努
め
て
い
き

た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

《
生
乳
販
売
課

　
　

白
幡
係
》

　

計
根
別
農
協
年
金
友
の
会

（
会
員
一
三
七
名　

渡
辺
将

史
会
長
）
は
六
月
八
～
九
日

に
か
け
て
春
季
旅
行
を
実
施
し
、

三
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
定
期
総
会
を
兼
ね

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は

東
藻
琴
芝
桜
公
園
の
ほ
か
、
Ｔ

Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ス
と
弟

子
屈
町
の
手
つ
な
ぎ
工
房
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
芝
桜
は
終
わ

り
か
け
で
花
は
半
分
程
度
し
か
咲
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
遊
覧
車
に
乗
っ
て
公
園
内
の
散
策
を
し

た
り
、
写
真
撮
影
を
し
た
り
と
思
い
思
い
に
堪
能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
初
日
に
視
察
し
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ス
で
は
、

川
目
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
発
酵
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
作
る
工
程
等
の
説
明
や
、

実
際
に
セ
ン
タ
ー
内
で
の
作
業
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

酪
農
家
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
会
員
に
と
っ
て
は
と
て
も
興
味
深
く
、
質

問
も
多
く
上
が
っ
て
い
て
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

《
金
融
課　

渡
辺
係
》

年金友の会 第29回 定期総会兼春季旅行

団体の部で最優秀賞を獲得し
表彰状を受け取る白幡係

個
人
の
部　

特
別
賞
の
皆
川
敬
さ
ん

特
別
賞　

佐
藤
広
光
さ
ん

川
目
セ
ン
タ
ー
長
の
説
明
に

興
味
津
々
の
会
員

（
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ス
で
）

天候に恵まれてゆっくり見学しました
（東藻琴芝桜公園で） 総会後の懇親会で記念撮影
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年部　　　版

　

今
年
度
、
当
青
年
部
に
新
し
い
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た
！

　

そ
の
名
も
…
寺
坂
允
志
君
（
養
老
牛
支
部
）、
赤
池
佑
介
君
（
本
別
支
部
）

の
二
名
で
す
。

　

彼
ら
を
歓
迎
す
る
た
め
に
、
五
月
十
七
日
（
木
）
に
居
酒
屋
『
わ
っ
は
』
に

て
新
入
部
員
歓
迎
会
を
開
催
致

し
ま
し
た
。

　

二
名
は
先
輩
部
員
の
前
で
こ

れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
青
年
部
、
そ
し
て
計

根
別
の
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
精
一
杯
活

動
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

《
事
務
局

　
　
　

吉
田
》

『新しく2名加入！！』
新入部員歓迎会

赤池佑介君（本別支部）

「早く皆さんと仲良くなれる様頑張り
ますので宜しくお願いします」

寺坂允志君（養老牛支部）

　

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
一
日

～
二
十
三
日
に
青
年
部
肥
料
推
進

が
ふ
ぁ
ー
ま
っ
く　

二
階
に
て
行

わ
れ
、
農
協
購
買
部
か
ら
佐
藤
課

長
と
堀
田
主
査
、
ホ
ク
レ
ン
か
ら

は
小
林
氏
（
ホ
ク
レ
ン
中
標
津
支

所
）、
植
村
氏
（
ホ
ク
レ
ン
肥
料
）

の
四
名
に
ご
協
力
頂
き
行
い
ま
し

た
。

　

四
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
個
別

面
談
を
行
い
、
土

壌
分
析
の
結
果
等

を
参
考
に
名
銘
・

数
量
等
を
取
り
ま

と
め
、
普
段
疑
問

に
思
っ
て
い
る
事

な
ど
を
相
談
し
た

り
、
ま
だ
肥
料

に
つ
い
て
不
明
な

点
に
つ
い
て
教
え

て
頂
い
た
り
と
各

テ
ー
ブ
ル
熱
く
盛

り
上
っ
て
い
ま
し

た
。

《
事
務
局　

石
川
》

肥料自主推進

真剣に協議する3人と見守る2人佐藤課長「これでどうだ！」
宍戸「悩むな～」
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『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
全
体
反
対
！

 
中
村
部
長
が
農
協
総
会

　
　
　

で
緊
急
動
議
!!
』

　

五
月
二
十
九
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
六
十
四
回
計

根
別
農
協
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
当
青
年
部
の
中
村
部
長

よ
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
阻
止
に
関
す
る
決
議
案
が
読
み
上

げ
ら
れ
特
別
決
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
食
と
農
の
安
全
は
お
ろ
か
地
域
社
会
を
脅
か
す
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
対
し
、
断
固
反
対
の
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
事
務
局　

吉
田
》

提
案
す
る
中
村
部
長

　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
日
（
土
）
に
計
根
別

第
二
牧
野
に
て
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

四
種
類
の
苗
木
（
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ケ
ヤ
マ
ハ
ン

ノ
キ
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
ド
ロ
ノ
キ
）
三
〇
〇
本

を
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
、
西
計
根
別
第
二
牧
野
組
合

員
と
Ｊ
Ｆ
野
付
、
森
林
組
合
が
中
心
と
な
り
行

い
ま
し
た
。
当
青
年
部
も
水
質
保
全
推
進
の
た

め
、
参
加
、
協
力
致
し
ま
し
た
。

　

森
林
組
合
の
職
員
の
方
の
説
明
を
熱
心
に
聴

き
、
汗
を
流
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
丁
寧
に
苗
を

植
え
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
《
事
務
局　

石
川
》

唐
崎
「
石
川
で
も
植
え
て

み
る
か
な
～
」

植樹

私達で植えました

当幌川水源地における
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『TPP参加反対！議員会館前で座り込み！！』
　

六
月
十
二
日
（
火
）
に
東
京
都
の
議
員
会
館
前
に
て
道

東
あ
さ
ひ
農
協
青
年
部
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
の
座
り
込
み

を
す
る
と
の
こ
と
で
、
当
青
年
部
か
ら
も
応
援
と
し
て
久

保
副
部
長
、
株
田

悠
介
君
、
百
崎
一

希
君
の
三
名
が
参

加
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に

く
の
悪
天
候
で
し

た
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
絶

対
反
対
と
い
う
熱

い
思
い
で
日
が
暮

れ
る
ま
で
議
員
会

館
前
で
反
対
の
意

を
叫
び
続
け
ま
し

た
。

《
養
老
牛
支
部　

　
　

百
崎
一
希
》

『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
阻
止
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

こ
こ
は
進
入
禁
止
だ
か
ら

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
!!
』

野
田
に
Ｎ
Ｏ
だ
!!

「
う
ま
い
！
」

『
地
域
の
た
め
、交
通
安
全
啓
蒙
の
た
め
み
ん
な
で
草
刈
』

青
年
部
活
動
の
日

地域
貢献

　

草
が
伸
び
始
め
る
今
日
こ
の
頃
…
運
転
し
て
い
る
と
交
差
点

で
「
左
右
が
見
え
づ
ら
い
！
」
な
ん
て
経
験
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
時
立
ち
上
る
の
が
計
根
別
農
協
青
年
部
な
の
で
す
！

　

気
づ
け
ば
交
差
点
の
草
が
刈
り
落
と
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

そ
う
…
青
年
部
で
す
！
計
根
別
農
協
青
年
部
な
ん
で
す
!!

　

当
青
年
部
で
は
毎
年
各
支
部
一
斉
に
行
う
こ
と
か
ら
『
青
年

部
活
動
の
日
』
と
名
付
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
た
め
、
交
通
安
全
啓
蒙
の
た
め
こ
れ
か
ら
も
青
年
部

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
モ
ア
ン
山
の
化
粧
直
し
を
致
し
ま
し
た
。
是
非
養
老

牛 

モ
ア
ン
山
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。
ご
覧
の
際
は
交
通
事
故

に
ご
注
意
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
事
務
局　

吉
田
》

「
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

草
刈
正
雄
で
す
？
」

「
古
る
っ
!!
」

交
差
点
の
草
刈
り

モアン山からの景色です

牛
文
字
を
刈
り
終
え
て
…

「俺たちってチッポケだな～…！！」
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泉秀法君（北村篤牧場）

酪農実習 中標津農業高校
　

中
標
津
農
業
高
校
の
酪
農
実
習
が
六
月
十
一
日（
月
）

か
ら
二
十
日
（
水
）
の
十
日
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
農
協
で
は
六
名
の
生
徒
が
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
入
式
で
は
生
き
生
き
し
た
目
を
し
て
い
た
生
徒
も
、

終
了
式
に
は
少
し
ぐ
っ
た
り
し
て
い
た
よ
う
に
も
見
え

ま
し
た
。

　

実
習
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
将
来
の
酪
農
を
背

負
っ
て
立
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
農
家
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
営
農
支
援
課　

吉
田
係
》

　

別
海
高
校
の
酪
農
実
習
及
び
企

業
実
習
が
六
月
十
一
日
（
月
）
か

ら
十
五
日
（
金
）
の
五
日
間
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
農
協
で
は
五
名
の
生
徒
が
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

短
い
期
間
で
し
た
が
、
一
生
懸

命
実
習
に
励
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
実
習
で
の
経
験
を
こ
れ
か
ら

に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

尚
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
農
家
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
《
営
農
支
援
課　

吉
田
係
》

別海高校

小川竜馬君（須崎剛牧場）

下
村
果
歩
さ
ん
（
渡
辺
安
二
牧
場
）

荒
川
和
基
君
（
山
本
開
一
牧
場
）

鈴木亮助君（田中洋希牧場）

室
井
志
織
さ
ん
（
岡
崎
克
彦
牧
場
）

清原優威君（須崎剛牧場）

古澤聖也君（熊坂修一牧場）
岩井浩輝君（柵木貞男牧場）

企業実習の室井貴彰君
（ＪＡ計根別スタンドにて）

山
屋
歩
夢
君

（
纐
纈
成
喜
牧
場
）

※
作
業
中
に
伺
え
ま
せ
ん
で

　

し
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
。
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女性部  日帰り研修旅行
　

五
月
二
十
三
日
（
水
）
女
性
部

十
五
名
で
弟
子
屈
町
に
あ
る
摩
周

窯
元
「
陶
雅
ノ
里
」
で
陶
芸
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

約
一
時
間
半
バ
ス
に
揺
ら
れ
、

着
い
て
か
ら
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

森
雅
子
先
生
の
作
品
を
見
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

場
所
を
移
動
し
て
、
先
生
の
説

明
を
聞
い
て
、
早
速
作
成
に
と
り

か
か
り
ま
し
た
。
粘
土
を
こ
ね
て

柔
ら
か
く
し
、
そ
れ
を
丸
く
し
て

土
台
を
つ
く
り
、
ひ
も
状
に
し
て

積
み
重
ね
、
土
台
と
く
っ
つ
け
る

よ
う
に
伸
ば
し
て
と
い
う
作
り
方

で
、
そ
れ
ぞ
れ
湯
飲
み
や
コ
ッ
プ
、

皿
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
集
中
し
て
作
っ
て
い

た
の
で
、
ど
の
作
品
も
完
成
度
の

高
い
も
の
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
隣
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
「
ブ
ラ
ゾ
ン
ダ
ラ
ゾ
ン
」
で
昼

食
を
食
べ
て
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

コ
ー
ヒ
ー
も
頂
い
て
、
帰
り
は
バ

ス
の
中
で
乳
製
品
消
費
拡
大
の
た

め
ア
イ
ス
を
食
べ
な
が
ら
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
は
疲
れ
か
ら
か
、

す
や
す
や
と
寝
て
し
ま
っ
た
方
も

い
た
よ
う
で
し
た
。

　
　
　
　
　

《
事
務
局　

沼
倉
》

　

五
月
二
十
九
日
、
根
室
管

内
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
（
部
員

二
十
三
名
）
が
集
ま
り
、
イ

タ
リ
ア
ン
料
理
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
講
師
に
は

「
オ
ス
テ
リ
ア
・
フ
ェ
リ
ー

チ
ェ
」
の
両
角
真
琴
氏
に
来

て
頂
き
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
会
長
の
小
西
恵
美

さ
ん
、
松
田
あ
ゆ
み
さ
ん
、

高
橋
洋
美
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
　
　

《
事
務
局　

沼
倉
》

ＪＡ根室地区女性協
フレッシュミズ

交流会

ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
先
生
の
作
品

「
素
晴
ら
し
い
！
」

「Ｗ佐藤さん、夢中です」 「アイス、おいし～」

「講師にうっとり…」「一緒に食べる？」「もちろんです！！」

「長谷川さん、何を作っているのですか？」

「イッタ～リアン！！」
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五
月
三
十
日
、
中
標
津
町

の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
フ
ェ
ネ
ト

レ
」
に
て
青
葉
会
十
二
名
が

参
加
し
、
ラ
ン
チ
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。
最
初
に
ア

ミ
ュ
ー
ズ
・
前
菜
・
パ
ン

が
出
て
き
て
、
続
い
て
ス
ー

プ
・
メ
イ
ン
・
デ
ザ
ー
ト
の

順
番
で
出
て
き
ま
し
た
。
メ

イ
ン
は
鶏
肉
か
豚
肉
か
選

ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ

に
あ
っ
た
調
理
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
メ
イ
ン
料
理
は
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
お
腹
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
な
が
ら
も

完
食
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

今
回
の
お
店
の
「
フ
ェ
ネ

ト
レ
」
で
は
山
菜
な
ど
、
な

る
べ
く
地
元
産
の
食
材
を

使
っ
て
い
る
の
で
、
フ
ラ
ン

ス
料
理
で
す
が
、
な
じ
み
の

あ
る
味
に
も
感
じ
ま
し
た
。

店
内
の
雰
囲
気
も
落
ち
着
い

て
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　

尚
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の

奥
さ
ん
は
元
、
Ｊ
Ａ
計
根
別

の
職
員
で
す
。

　
　
　

《
事
務
局
・
沼
倉
》

女性部青葉会 ランチ交流会

ふきのとうのカタラーナ、濃厚でした「モグモグ、ん～、ボーノ！！」

女性部フレッシュミズ
パークゴルフ交流会

　

六
月
六
日
（
水
）
西
春
別
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
七
名
が

参
加
し
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
日
和
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
暑
く
も
寒
く
も
な
く
、

丁
度
良
い
天
気
で
し
た
。

　

今
回
の
順
位
は
一
位
後
藤
め
ぐ
み
さ
ん
、
二
位
河
合
千
春
さ
ん
、
三
位
高
橋

洋
子
さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。

　

場
所
を
移
動
し
て
、
皆
で
昼
食
を
食
べ
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

次
は
正
美
公
園
で
焼
肉
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
沢
山
の
人
に
参
加
し
て
交

流
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

《
事
務
局　

沼
倉
》

「入ったかしら？」「イイ感じですよ！」 狙いをさだめて

「ホールインワン狙うわよ！」
「もう三打目ですヨ？」
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女性部緑会
健康講習会パークゴルフ

　

六
月
七
日
（
木
）
西
春
別
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
緑
会
六
名
が
参
加
し
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
行
い
ま
し
た
。

　

天
候
は
小
雨
が
降
っ
て
い
て
心
配
し
ま
し
た
が
、
途
中
で
弱
ま
り
な
ん
と
か

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
順
位
を
つ
け
な
か
っ
た
の
で
、
順
位
は
気

に
せ
ず
単
純
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

場
所
を
移
し
て
皆
で
昼
食
を
食
べ
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

次
に
パ
ー
ク
を
や
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
も
っ
と
沢
山
の
方
に
参
加
し
て
、

交
流
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

《
事
務
局　

沼
倉
》

ケアハウスにて集合写真

中村さんよく狙って！！

手つなぎふれあい会　視察研修
　

六
月
一
日
（
金
）
手
つ
な
ぎ

の
会
は
、
別
海
町
へ
視
察
研
修

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

先
ず
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

行
き
、
お
話
し
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
た
あ
と
、
会
員
同
志
で

具
体
的
に
自
分
た
ち
が
ど
の
よ

う
な
活
動
が
で
き
る
の
か
等
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
郊
楽
苑
に
て
昼

食
を
と
り
、
ふ
れ
あ
い
の
家
へ

行
き
、
施
設
見
学
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
て
も
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
の
で

福
祉
関
係
の
人
達
で
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。　
　

《
事
務
局　

沼
倉
》

社協での話し合い

郊
楽
苑
で
の
昼
食

ふ
れ
あ
い
の
家
に
て



13

計根別ジュニアホルスタインクラブ学習会
ポップコーン＆さつまいもの作付、花の寄せ植えをやりました！

　
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
さ
つ
ま
い
も
の
作
付

　

六
月
九
日
、
中
標
津
農
業
高
校
に

て
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
の
作
付
は
三
〇
㎝
間
隔
で
マ

ル
チ
の
穴
を
あ
け
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

の
種
子
を
三
粒
ず
つ
播
種
し
、
軽
く

土
を
被
せ
ま
し
た
。
昨
年
も
同
様
に

行
な
っ
て
お
り
、
子
供
た
ち
は
慣
れ

た
手
つ
き
で
播
種
し
て
い
ま
し
た
。

さ
つ
ま
い
も
の
作
付
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
内
に
て
行
い
、
二
〇
㎝
程
度
の

棒
を
土
に
斜
め
に
さ
し
て
穴
を
つ
く

り
、
苗
を
入
れ
ま
し
た
。
さ
つ
ま
いも

の
作
付
は
初
め
て
行
う
の
で
、
よ
く

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
進
め
て
い
ま
し

た
。
高
校
生
と
の
連
携
が
上
手
く
と
れ
、

予
定
時
間
内
に
は
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　
　
《
酪
農
課　

中
條
係
》

　
花
の
よ
せ
植
え

　

毎
年
、
農
業
高
校
と
連
携
し
花
の

寄
せ
植
え
を
行
な
い
、
農
協
玄
関
前

に
飾
る
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
が
好
評
で

あ
っ
た
た
め
、
今
年
度
も
行
う
こ
と

と
し
、
昨
年
度
同
様
に
作
成
し
ま
し

た
。子
供
た
ち
は
好
き
な
花
を
選
び
、

ど
の
よ
う
に
植
え
れ
ば
き
れ
い
に
見

え
る
か
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
丁

寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
も

農
協
玄
関
前
に
飾
る
と
共
に
、
活
動

写
真
の
展
示
を
行
い
ま
す
の
で
是
非

見
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
《
酪
農
課　

中
條
係
》

「お姉さん、どこ見てるの？」

「上手、上手…」

「三粒ずつ種を播くんだヨ」

「この花きれいだネ！」
「お姉さんの方が　

きれいだヨ！」
「ドキッ！！！」

「土いじりは
楽すぅぃ～ぜ！！」

「上手に出来ました」

「
早
く
さ
つ
ま
い
も　
　
　

　
　
　

食
べ
た
い
な
…
！
」
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TPP交渉参加『断固阻止』
根室管内総決起大会に 1,200人

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
『
断
固
阻

止
』
根
室
管
内
総
決
起
大
会
が

六
月
十
六
日
（
土
）
ト
ー
ヨ
ー

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、

酪
農
家
、
漁
業
者
な
ど
約
一
，

二
〇
〇
人
が
参
加
し
、
全
員
は

ち
ま
き
姿
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止

に
向
け
て
決
意
表
明
を
行
い
会

場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

当
農
協
か
ら
も
組
合
員
さ
ん

を
は
じ
め
職
員
も
沢
山
参
加
し

一
致
団
結
し
て
参
加
阻
止
を
訴

え
ま
し
た
。

　

最
後
は
根
室
管
内
農
協
青
年

部
部
長
の
西
田
尚
さ
ん
が
壇
上
に
立
ち
『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』
を
三
唱
し
閉

会
し
ま
し
た
。

渡邊さん何かうれしそう？

新
婚
さ
ん
ガ
ン
バ
ロ
ウ
!!

中
村
部
長
「
い
い
ぞ
～
!!
」

 

中
山
間
計
根
別
地
区
集
落
に
よ
る

   

平
成
24
年
度

   

花
苗
配
布
を
実
施

 

地
域
環
境
整
備
を
図
る
た
め
例
年
行
っ
て
い
る
花
苗
配
布
を
今
年
度
は

五
月
三
十
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

配
布
さ
れ
た
苗
は
六
種
類
（
サ
ル
ビ
ア
赤
と
青
、マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
黄
、

サ
フ
ィ
ニ
ア
パ
ー
プ
ル
と
黄
、
ミ
リ
オ
ン
ベ
ル
）
で
一
三
，
四
三
〇
鉢
。

中
山
間
役
員
が
五
地
区
の
会
館
に
て
配
布
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
営
農
支
援
課　

金
野
課
長
》

丁
寧
に
取
り
扱
う
協
定
者
の
奥
さ
ん
達

「私も反対します!!」
村上遥香ちゃん10才

若
竹
会
館
で
の
配
布
風
景
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H24 
共進会

（品評会）が

各地区で
開催

　

平
成
二
十
四
年
度
の
共
進
会
も
い
よ
い
よ

六
月
一
日
（
金
）
本
別
地
区
を
皮
切
り
に
ス

タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
今
年
も
皆
さ
ん
全
道

共
進
会
を
目
指
し
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

東
部
地
区
乳
牛
共
進
会

養
老
牛
地
区
乳
牛
品
評
会

６/4６/5

出品頭数　２９頭
審 査 員　岸上　祐司氏
（野澤組　札幌営業所　副所長）

出品頭数　３３頭
審 査 員　永利　嘉成氏（上標津酪農家）

本
別
地
区
乳
牛
共
進
会

６/1

出品頭数　４２頭
審 査 員　斉藤　俊英氏（西春別酪農家）

計根別和牛生産振興会

白黒通信



16

　安齋君の結婚式のための
DVD 作りに体を張った佐藤
君でした。
　「可愛い後輩のためなら何
だってやるぜ…！！」
　「ワイルドだろ〜！！」

「
俺
を
誰
だ
と
思
っ
て
ん
だ
!!!
」

今月の

平成24年  JA牧場（モアン）入牧
　

今
年
は
雪
解
け
が
遅
れ
、
心
配
さ
れ

て
い
た
モ
ア
ン
牧
場
に
も
春
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。
よ
う
や
く
牧
草
も
伸
び
て

緑
が
濃
く
な
り
、
昨
年
よ
り
一
日
遅

れ
と
な
り
ま
し
た
が
五
月
三
十
一
日

（
木
）・
六
月
一
日
（
金
）
の
二
日
間
に

渡
り
、
モ
ア
ン
牧
場
・
上
標
津
牧
野
・

開
進
牧
野
へ
育
成
牛
・
授
精
希
望
牛
・

初
妊
牛
に
分
け
次
々
に
放
さ
れ
ま
し
た
。

牛
た
ち
は
牧
草
を
美
味
し
そ
う
に
食
べ

な
が
ら
牧
場
を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

彼
女
た
ち
は
、
十
月
下
旬
の
下
牧
ま
で
き
れ
い
な
空
気
と
美
味
し
い

牧
草
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
一
回
り
も
二
回
り
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
広
大
な
牧
場
を
駆
け
回
る
こ
と
に
よ
り
足
腰
を
鍛
え
て
健
康
で
稼

げ
る
牛
と
な
り
帰
っ
て
き
ま
す
。

「キャー！見ないで！！」

「HNBの佐藤マコリンで～す！」 「キャー！やめて～！！！」

二
十
四
年
度
脱
走
牛
第
一
号

「
ク
ッ
ソ
～
！
捕
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
」

「早く美味しい草が食べたいヨ～！」

家畜保健衛生所の獣医師ではありません
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生 乳 販 売 情 報

市 場 情 報

平成24年度5月末　管内農協生乳受託実績表　（㎏）

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 8,536,725 101.0 16,779,328 101.3 147
Ｊ Ａ 中 標 津 町 11,112,457 101.6 21,822,727 101.5 184
Ｊ Ａ 計 根 別 7,406,654 100.3 14,511,361 99.9 157
Ｊ Ａ 中 春 別 10,191,040 103.0 19,943,670 102.8 180

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 8,293,422 100.3 16,197,091 99.5 164
上 春 別 支 所 5,485,630 101.0 10,746,129 100.7 84
別 海 本 所 14,359,706 102.5 27,913,095 102.0 270
根 室 支 所 4,250,691 104.4 8,204,981 104.1 93

小　　　　計 32,389,449 101.9 63,061,296 101.4 611
合　　　　　計 69,636,325 101.7 136,118,382 101.4 1,279

ホクレン根室家畜市場 一般市場　6月6日開催分　　税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差

初生・ホル 　 オス 185 184 78,750 105 48,261 18,218
初生・ホル　フリーマチン 7 5 1,050 105 294 -1,806
初生・ホル 　 メス 12 12 205,800 140,700 175,263 32,043
初 生・Ｆ１ 　 オス 136 136 181,650 3,150 127,490 -1,036
初 生・Ｆ１ 　 メス 132 129 132,300 1,050 77,749 150
初生・和牛　オス 27 26 351,750 49,350 227,204 -31,446
初生・和牛　メス 12 11 320,250 89,250 187,664 -44
乳牛・ホル　育成 6 6 359,100 166,950 260,925 -17,516
乳牛・ホル　無育成 3 3 235,200 151,200 195,650 20,825
乳牛・ホル　初妊 13 8 453,600 157,500 344,663 -81,446
乳牛・ホ無　初妊牛
乳牛・ホル　経産 4 4 283,500 220,500 246,750 19,206
乳牛・ホ無　経産 30 30 291,900 113,400 198,975 64,575
乳牛・ホル系経産
肉素・乳用交雑（Ｆ１）メス 23 23 192,150 52,500 158,596 74,596
肉素・乳用交雑（Ｆ１）オス
肉素・ホル中トク　メス 1 1 42,000 42,000 42,000 33,600
肉素・ホル中トク　ヌキ 2 2 45,150 10,500 27,825 -15,225
肉素・ホル中トク　オス 10 10 72,450 7,350 27,405
肉素・ホル12ヶ月以上メス 20 20 208,950 10,500 110,198 4,305
肉素・ホル12ヶ月以上オス 1 0
肉素・その他・ヌキ 2 2 237,300 68,250 152,775
廃 用・ 黒 毛 和 種
廃用・Ｆ１（交雑種） 1 1 143,850 143,850 143,850 44,400
廃 用 ・ ホ ル 124 124 156,450 10,500 83,907 10,897
廃 用 ・ そ の 他

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）　5月17日開催分 税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 489 368 627,900 303,450 487,679 -32,352
乳牛・ホル初妊ET 32 21 697,200 420,000 615,750 -18,660
乳牛・ホ無　初妊 14 11 474,600 357,000 424,868 -28,732
乳牛・ホ無初妊ET 7 2 265,650 231,000 248,325

合　　　　計 542 402 697,200 231,000 491,460 -23,319

計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　6月25日現在 1,100円

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　5月18日開催分　　　　　　税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 532 498 554,400 16,800 351,636 -33,478
肉牛・黒毛　メス　ＥＴ 177 162 585,900 259,350 405,598 -13,381
肉牛・黒毛　メス計 709 677 585,900 16,800 364,885 -27,578
肉牛・黒毛　去勢 781 718 576,450 69,300 441,246 -27,325
肉牛・黒毛　去勢　ＥＴ 213 200 591,150 223,650 471,224 -16,915
肉牛・黒毛　去勢計 994 918 591,150 69,300 446,204 -26,397
繁 殖 ・ 黒 毛 94 85 1,100,400 129,150 334,987 -34,478
廃 用 ・ 黒 毛 25 25 273,000 32,550 154,308 57,627

　　　　　6月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,574 − 21
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,234 − 19
そ の 他 の 未 経 産 19 1

計 7,827 − 39
経 産 牛 （ ホ ル ） 11,102 − 67
そ の 他 の 経 産 牛 20 − 1

計 11,122 − 68
合　　　　　　　計 18,949 − 107

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 696 0
黒 毛 和 種 　 オ ス 107 10

計 803 10
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 68 − 29
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 37 − 34

計 105 − 63
合　　　　　　　計 908 − 53
総　　　合　　　計 19,857 − 160

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数
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近
年
、
ヒ
ー
ト
ス
ト
レ
ス
に
よ
る

繁
殖
障
害
や
乳
房
炎
の
多
発
、
乳

量
・
乳
成
分
の
低
下
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
お
り
、
暑
熱
対
策
の
重
要

性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

本
格
的
な
夏
到
来
の
直
前
で
あ
る

今
こ
そ
、
暑
熱
対
策
に
取
り
組
む
適

期
と
い
え
ま
す
。

な
ぜ
六
月
に
暑
熱
対
策
な
の
か
？

　

こ
こ
二
十
年
間
の
気
象
デ
ー
タ
推

移
か
ら
、
六
月
の
気
温
上
昇
が
顕
著

で
あ
り
、
最
高
気
温
平
均
値
が
約

４
℃
も
上
昇
し
て
い
る
事
が
分
か
り

ま
す
（
図
１
）。

　

夏
は
我
々
の
イ
メ
ー
ジ
よ
り
も
早

く
到
来
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

六
月
中
旬
以
降
は
暑
熱
の
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
始
め
る
二
二
℃
を
超
え
る

日
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、

大
が
か
り
な
施
設
改
善
は
、
施
工
業

者
と
の
日
程
調
整
も
考
慮
し
、
で
き

る
だ
け
六
月
中
に
は
済
ま
せ
ま
し
ょ

う
。

暑
熱
を
意
識
し
た
観
察
を

　

暑
熱
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
乳

牛
に
は
、
特
徴
的
な
兆
候
が
見
ら
れ

ま
す
（
図
２
）。

　

パ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
反
芻
の
低
下
等
、

明
確
な
兆
候
を
発
見
し
た
ら
、
施
設

や
栄
養
管
理
の
改
善
対
策
を
早
急
に

講
じ
ま
し
ょ
う
。

採
食
量
を
落
と
さ
な
い
工
夫
を

　

新
鮮
な
空
気
や
水
を
確
保
す
る
こ

と
は
、
乳
牛
に
気
持
ち
よ
く
飼
料
を

食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
（
写
真
２
・
３
）。

　

ま
た
、
暑
熱
時
に
は
発
汗
作
用
な

ど
に
よ
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
要
求
量
が

増
加
し
ま
す
。
鉱
塩
や
粉
砕
塩
等
の

ミ
ネ
ラ
ル
資
材
を
欠
か
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
（
写
真
４
） 

。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
実
践
可

能
な
暑
熱
対
策
を
ま
と
め

た
平
成
二
十
四
年
営
農
改

善
資
料
「
夏
バ
テ
も
う
ご

免
！
」
を
作
成
し
、
根
室

管
内
酪
農
家
の
皆
さ
ん
に

お
配
り
し
ま
し
た（
図
３
）。

　

乳
牛
が
発
す
る
サ
イ
ン

を
敏
感
に
察
知
し
、
暑
熱

対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
再
度

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163
普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

写真２　�開口部を最大限にして換気量
を確保しましょう

図２　見た目で分かる暑熱時の主な兆候

写真３　�廃材のタンク等を利用して簡易な
水飲み場を確保しています

今年こそ夏の暑さを乗り切ろう
～平成24年営農改善資料の活用を～

図３　営農改善資料

図１　６月における最高気温の推移（別海町アメダスデータより）

写真４��鉱塩や粉砕塩を補充しましょう
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28
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2322

【ヨコのカギ】
１　今もっとも政府に求めら

れている施策
７　役人が仕事をやめること
８　判断に困った時に頼る
９　古い昔からのやり方
11　座ったまま移動できる
12　寒いロシアの強い酒
14　寿司はシャリとこれの合

体
15　太い足のたとえにも使わ

れた、白くて太い根菜の
品種

18　落語、漫談、講談などの
演芸場

20　いち、に、さん
21　12月のグリーティング

には欠かせない
24　体の保護のみならず、呼

吸までしています
25　ごまかすうちに、これが

合わなくなることも
27　おなかに米粒状の卵が詰

まった８本足の軟体動物
28　疲れると目のまわりにで

きますね

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを
　さしあげます。なお、正解者多数の場合
　は抽選とさせていただきます。
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。
《締め切り》平成24年７月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」７月号誌上

クロスワードパズル

A B C

クロスワードパズル
住　所

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです）

氏　名

ＴＥＬ

答え

きりとり線

き
り
と
り
線

きりとり線

き
り
と
り
線

A B C D E Ｆ Ｇ

【タテのカギ】
１　運動だけでは物足りず、

これを取り入れる人も
２　北海道のかわいい人気動

物
３　お祝いの時はやはりこの

魚
４　脅すこと
５　スリーベースヒット
６　手軽に作れるけどやっぱ

り物足りない
８　ウチのは、こたつで丸く

なっている？
10　満ちたり引いたりします
13　予言者や政治家ばかりで

なく、最近は美容師にも
必要？

16　時には口、時にはネズミ。
パソコンにも使われる

17　アップしたりダウンした
り、チェンジしたり

19　役者が覚える
22　文章の中で言葉を囲む記

号
23　人間○○○。精密な健康

診断のこと
26　お母さん

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。

クロスワードパズル
５月号の答え ヨサノアキコ

小島　春夫さん　影山　洋平さん　川目　春美さん
助口　　明さん　新濱　勇人さん（計根別住人になりました）

あ
と
が
き

　

六
月
に
入
り
道
東
に
も
暖
か
い
季
節
が
や
っ
て
き
た
か
と
思
い
き
や
、
低
温
と

雨
不
足
で
牧
草
の
伸
び
が
今
一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
一
番
牧
草

の
収
穫
作
業
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
て
行
こ
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
ホ
ク
レ
ン
は
札
幌
で
生
乳
受
託
委
員
会
を
開
き
、
平
成
二
十
四
年
度
用

途
別
乳
価
の
引
き
上
げ
を
決
め
ま
し
た
。
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
な
ど
を
含

め
た
プ
ー
ル
乳
価
は
一
㎏
当
た
り
前
年
比
二
円
三
一
銭
の
値
上
げ
と
な
り
ま
し

た
。
乳
価
は
昨
年
に
続
き
二
年
連
続
で
二
十
三
年
度
値
上
げ
分
二
円
四
五
銭
（
実

績
）
と
合
わ
せ
、
二
十
二
年
度
の
値
下
げ
分
三
円
六
三
銭
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

受
胎
が
ず
れ
込
み
夏
に
か
け
て
分
娩
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
暑
熱
対
策
等
を
き

っ
ち
り
行
い
値
上
げ
さ
れ
た
分
し
っ
か
り
と
収
入
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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　本別地区の安齋牧場の後継者である悟さんと札幌市出身の春香さんが６月３日
トーヨーグランドホテルにて挙式・披露宴を行いました。
　お二人は昨年の夏にTBSテレビの『紳助社長のプロデュース大作戦！』でカップ
ルとなりゴールインしました。
　尚、この番組をきっかけに既に５組がご結婚されております。
　どうぞお幸せに…！！！！

　養老牛地区の太田誠さんの二男である隼樹さんと中標津出身の尚美さんが６月10
日ウエディングプラザ寿宴にて挙式・披露宴を行いました。
　明るい隼樹さんと可愛い尚美さんどうぞ幸せな家庭を築いてください。
　尚、この秋には家族が一人増えるようです。

6月3日㈰ 挙式・披露宴

安齋　　悟さん（22）
春香さん（22）

6月10日㈰ 挙式・披露宴

太田　隼樹さん（29）
尚美さん（24）

新

♥婚
♥カ♥ッ

♥プ♥ル♥紹
♥介

新

♥婚
♥カ♥ッ

♥プ♥ル♥紹
♥介


